
内
閣
衆
質
一
六
〇
第
二
号

平
成
十
六
年
八
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
国
民
年
金
の
収
納
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
八
月
五
日
受
領

答

弁

第

二

号



衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
国
民
年
金
の
収
納
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
国
民
年
金
保
険
料
（
以
下
「
保
険
料
」
と
い
う
。
）
の
収
納
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十

六
年
四
月
か
ら
各
地
域
の
町
内
会
、
婦
人
会
等
の
組
織
の
会
長
等
を
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
あ
る
特
別
国
民
年
金
推
進
員

に
任
命
し
、
当
該
組
織
に
属
す
る
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
保
険
料
の
収
納
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
地
域

の
組
織
の
活
用
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
施
策
は
、
市
町
村
に
保
険
料
の
収
納
事
務
を
再
度
移
管
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
方
公
共
団
体
に
何

ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
の
保
険
料
の
納
付
率
は
六
十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
八
・
一
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
納
付
率
の
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
平
成
十
四
年
四
月
に
保
険
料
の
収
納
事
務
が
市
町

村
か
ら
国
に
移
管
し
た
こ
と
に
伴
う
体
制
の
整
備
等
に
時
間
を
要
し
収
納
対
策
の
本
格
的
実
施
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
影
響

も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
平
成
十
四
年
度
の
保
険
料
の
免
除
制
度
の
改
正
に
よ
っ
て
同

一



年
度
以
降
保
険
料
が
免
除
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
者
が
多
数
存
在
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
者
の
納
付
率
が
極
め
て
低
か
っ

た
こ
と
や
、
失
業
率
の
上
昇
等
経
済
の
低
迷
を
背
景
と
し
て
、
特
に
若
年
層
の
保
険
料
の
負
担
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
保
険
料
の
強
制
徴
収
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
度
重
な
る
納

付
督
励
に
よ
っ
て
も
理
解
が
得
ら
れ
な
い
滞
納
者
の
う
ち
、
十
分
な
所
得
又
は
資
産
を
有
し
、
他
の
被
保
険
者
の
納
付
意
欲

に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
九
千
六
百
五
十
四
人
に
対
し
て
、
保
険
料
の
納
付
が
な
い
場
合
に
は
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十

四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
滞
納
処
分
の
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
な
ど
を
通
知
す
る
最
終
催
告
状
を
送
付

の
上
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
も
保
険
料
を
納
付
し
よ
う
と
し
な

い
三
百
九
十
四
人
に
対
し
て
、
同
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
督
促
を
行
い
、
そ
れ
で
も
納
付
し
な
い
二
十
九

人
に
対
し
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
財
産
の
差
押
え
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

強
制
徴
収
を
行
う
こ
と
に
よ
る
保
険
料
の
納
付
率
の
向
上
へ
の
影
響
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
保
険
料
納

付
者
の
不
公
平
感
の
解
消
や
、
保
険
料
滞
納
者
の
納
付
意
識
の
醸
成
な
ど
、
そ
の
波
及
的
な
効
果
は
大
き
い
も
の
と
考
え
て

二



い
る
。

三


